
校長室からひがしなら通心
（Ｒ元年度） 茨木市立東奈良小学校 川上 隆 Ｎｏ．６９

令和２年２月１９日（水）発行

吉田さんの作文「身近な命」を紹介します
前号で紹介した６年生の吉田梨乃さんのエッセイ（茨木市ＰＴＡ協議会会長賞）を紹介します。

「身近な命」 吉田 梨乃 茨木市立東奈良小学校 ６年１組

私の母のきょうだいは産まれた時から心臓が悪く、３才の時に手術をしま
した。その手術が終わってからはとても元気そうだったので、最近まで私と
も一緒にたくさんの所へ遊びに行きました。しかし出産を終えるとだんだん
「ハァー」と聞こえることも多くなりしんどそうになっていました。病院へ
行くと、また手術をしなければならないと言われ、すぐに手術をしました。
手術前、いつもはにぎやかな祖父や祖母、私の家族、親せきの人たちや私
も不安な気持ちでいっぱいでした。（もしも死んでしまったらどうしよう）
そんなことばかり考えていましたが、手術は無事成功し、日が経つにつれ、
前よりもさらに元気になっていきました。
今回のことで私たちにとって一番身近な命は何よりも大切であり、自分一
人だけではなく、周りの人たちにも支えられながら生きているんだと思いま
した。たくさんの人に支えられている命を大切にしていこうと思います。
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